仕　　様　　書
１　目的　この仕様書は、八尾市において自殺の防止を図ることを目的とし、社会的要因を含む様々な要因により自殺をする危険性が高い人を早期に把握し、個々のニーズに応じたきめ細やかな相談支援等を行うに当たり、効率的な業務運営と人的資源の有効活用を図るため、人材派遣を活用することとし、八尾市保健所（以下「派遣先」という。）が、派遣元に対し従事させる業務の概要について定めるもの。
２　件名　八尾市健康福祉部保健予防課における労働者派遣による業務
３　派遣対象業務
八尾市自殺対策相談支援事業に関する保健所業務
４　契約形態
　　１時間当たりの単価契約とする。
５　契約期間　令和６年７月１日から令和７年３月３１日まで
派遣期間　令和６年７月１日から令和７年３月３１日まで
６　派遣対象業務の内容
自殺対策相談支援事業に関する保健所業務
1 保健所における自殺対策相談支援事業に係る以下の業務
a「八尾市こころといのちの相談」電話相談対応
b「八尾市こころといのちの相談」メール相談対応
c上記業務に係るデータのシステム入力等
2 「八尾市こころといのちの相談」の状況により、精神保健及び自殺予防に関する業務の補助に従事すること。
７　勤務日及び勤務時間
【勤務日】
　　　祝祭日を除く月曜日から金曜日
【勤務時間】
1 火曜日・水曜日・金曜日
午前９時00分から午後５時00分まで
勤務時間7時間15分（休憩時間は45分）
休憩時間は、原則12時00分から12時45分までとする。
2 月曜日・木曜日
午前９時00分から午後８時00分まで
勤務時間10時間（休憩時間は60分）
休憩時間は、原則12時00分から12時45分および17時15分から17時30分までとする。
※状況に応じ双方協議の上、勤務時間の変更も可とする。
※必要に応じて、上記時間外での業務を実施する。
８　必要な資格と人員等
【資格等】
1 精神保健福祉士または保健師・看護師資格を有していること。
2 電話対応が問題なく行えること。
3 ＰＣ入力作業を行える程度の能力を有していること。
（エクセル、ワードなどのソフトを目的に応じて使えること。）
【必要人員】
１名が従事すること。ただし、一週を構成する人員の内、１日以上は精神保健福祉士が従事することが望ましい。
※原則として、派遣期間中は派遣者の変更を行わないこと。
９　業務場所
八尾市保健所：八尾市清水町一丁目２番５号　
10　派遣先責任者及び指揮命令者
【派遣先責任者】
八尾市健康福祉部保健所副所長
【指揮命令者】
八尾市健康福祉部保健所保健予防課長
11　必要人員の調整について
派遣先は「６「派遣対象業務」の内容及び必要な人員と資格等」に掲げる必要人員を増員又は減員しようとする場合は、派遣元に対してその人数等を増員又は減員しようとする少なくとも１か月前に通知し、協議するものとする。派遣元は協議の上、決定した人員を遅滞なく派遣先に派遣しなければならない。なお、「６「派遣対象業務」の内容及び必要な人員と資格等」に掲げる必要人員数・内訳は目安であり、派遣職員の担当業務は派遣先が決定する。
決定した担当業務については、職種や勤務場所の変更を伴わない範囲で、状況に応じて変更する場合がある。
12　その他
1 契約締結後、あらかじめ派遣職員名簿を提出すること。
2 派遣元は、本業務を行うに当たり、労働者派遣法等関係法令について遵守すること。
3 令和２年４月１日施行同一労働同一賃金を勘案した単価設定とすること。
4 実働８時間を超える勤務の時間単価については５分単位とし、超過割増25％増とすること。
5 派遣元は派遣期間中、少なくとも１回、派遣職員と面談を行うこと。
6 派遣元は業務中に仕様書等に定めのない不測の事態が発生した場合は、必ず派遣先に報告しその指示に従うこと。
7 派遣元は本派遣業務を遂行するに当たり業務の停滞などを招かないよう適切な処置を講じること。特に、派遣職員間でのトラブルに対しては、派遣元が責任をもって対処すること。
8 派遣元は派遣期間中に派遣職員の変更を行う場合は、止むを得ない範囲で必要最小限に止めるとともに、休暇等に伴い事務能力の低下等業務に支障を来さないよう適切な処置を講じること。
なお、原則として止むを得ず派遣職員を変更する場合については、派遣元は派遣先に対して１か月前までに変更日・変更後の派遣職員名等を通知すること。
9 派遣職員が派遣先の指揮命令に従わない場合又は著しく業務に不適応と派遣先が判断した場合は、派遣先と派遣元が協議のうえ、派遣元は当該派遣労働者に対して是正を求めなければならない。
また、当該派遣労働者が是正しないとき、又は是正される見込みがないと派遣先が認めるときは、派遣先は派遣元に対して書面により当該派遣労働者の変更を求めることができる。
派遣元は、派遣先から当該派遣労働者の変更を求められた場合は、速やかに当該派遣労働者を変更しなければならない。
10 派遣職員が年次有給休暇を取得する場合は、業務に支障のない範囲で取得すること。
11 派遣元は職場における安全管理の他、事故及び災害の未然防止についても積極的に協力すること。
13疑義等の協議
この仕様書に定めのない事項および疑義のある事項については、必要に応じて派遣先と派遣元で協議するものとする。
暴力団等不当介入に関する特記仕様書
八尾市契約関係暴力団排除措置要綱に基づき、次のとおり措置するものとする。
（１）受注者及び下請負人等が契約履行に当り、暴力団員又は暴力団密接関係者による不当介入を受けたときは、八尾市暴力団排除条例第９条第２項に基づき、速やかに本市に報告するとともに、警察への届出をすること。
（２）前項の報告義務を怠ったと認められるときは、入札参加停止措置を行うものとする。
（３）受注者及び下請負人等が第１項の不当介入を受け、同項の規定に従い適切な報告、届出又は指導を行ったと認められる場合に限り、必要に応じて、履行期限の延期等の措置を講じることができる。
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